
（1）令和４年度新ひだか町立病院決算状況について

として厳しい経営が続いています。

195,083千円）となり、病床利用率等の低迷により計画を下回る結果となっております。

であったことが要因となっております。

おります。

の差額によるものが要因となっております。

染症が要因と考えられます。

緩和されたたことが要因と考えられます。

ます。

染対策の強化、診療体制の見直しを行い、収益増加への取組みを進める必要がございます。

次に、患者数でございますが、入院患者数は16,356人（静内病院11,075人、三石国保病院

【決 算 状 況】

新ひだか町病院事業会計の令和４年度決算額は、3,342千円（静内病院39,500千円、三石

医業収益は、計画比73.2％の1,067,549千円（静内病院872,466千円、三石国保病院

医業外収益は、計画比173％の806,211千円（静内病院523,422千円、三石国保病院
282,789千円）でございますが、他会計負担金並びに補助金が計画比203％の602,391千円

一方、医業費用は、計画比101％の1,785,427千円（静内病院1,295,680千円、三石国保
病院489,747千円）となり、職員給与費や材料費、減価償却費が計画を上回る削減となって

医業外費用につきましては、計画比226％の86,816千円（静内病院62,532千円、三石国保
病院24,284千円）と計画を大きく下回りましたが、実際に現金支出のない仮受・仮払消費税

国保病院36,158千円）の純利益となりましたが、一般会計から赤字補てんとして120,000千
円の繰入れが要因であり、赤字補てん分を除いた収支は116,658千円の純損失となり、依然

しており、厳しい経営状況ではございますが、優先順位を定め医療機器の更新を進めており

令和４年度の決算状況は、新型コロナウイルス感染症患者の受診控えが徐々に解消されつつ
も院内クラスターによる医業収益が低迷し非常に厳しい状況となっております。引き続き、感

5,281人）と前年度と比較し48人が減少しておりますが、人口減少や新型コロナウイルス感

外来患者数は54,059人（静内病院40,631人、三石国保病院13,428人）で、前年度と比較
しますと845人が増加しており、新型コロナウイルス感染症の拡大による電話診療等の制限が

資本的収支の収入は、149,683千円（静内病院128,264千円、三石国保病院21,419千円）
であり、静内病院では超音波画像診断装置を整備し、三石国保病院では遺伝子検査装置を整備
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